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震災から10年　第１保育所の現在地
〜保育所整備の議論の経過とこれから

　現在、石岡小学校内の 1 階で運営されている市立第１保育所。
　令和 3 年第 3 回定例会に提出された補正予算案に園庭整備工事の費用が計
上され、全会一致で可決しました。保育室のすぐ目の前に、子どもたちがの
びのびと遊べる園庭が今年度中に整備される予定です。
　今回は、東日本大震災の発生から現在に至るまでの、市執行部の第 1・第 2
保育所に関する整備方針の変遷や、議会での議論の経過を、会議録をひも解
きながら振り返ります。

（※第 2 保育所は現在、「石岡小学校内で第１保育所として運営を継続する」として廃止）

▲現在、入所児童たちは離れた旧第
１保育所まで歩いていき、外遊び
を行っている

第１・第２保育所に関する議論の経過

〜H22 ●平成 20 年８月策定の「石岡市耐震改修促進計画」で耐震化優先順位が１番となっており、計画上平成 22 年度に耐震検
査の実施を予定していたが、第１・第２保育所の統廃合を含め検討が予定されたことから未実施となる

H23.  3
●東日本大震災発生。１級建築士による応急危険度判定の結果、第１・第２保育所とも被災度は極めて少なく、継続して

使用可能である「Ａランク」とされる
【市の方針】「（耐震の対応について）統廃合等の進捗状況を見据えつつ実施について検討する」（平成 23 年第２回定例会・
担当部長答弁）

H26.  2

●耐震診断の結果、第１・第２保育所ともにＩｓ値が 0.3 未満（地震震度及び衝撃に対して倒壊又は崩壊する危険性が高
い施設）であることが判明。安全確保のため、緊急避難措置として石岡小学校の空き教室に保育所機能を移転する方針
が示される（その後、改修工事を経て平成 26 年７月に移転）

【市の方針】「（今後の保育所、統合建て替えについて）従来の保育所の統合に加え、民間でできるものは民間に任せるとい
う考え方を視野に入れ検討していく」（平成 26 年第１回定例会・担当部長答弁）

H27.  1 ●第１・第２保育所の在り方について、石岡市子ども・子育て会議の専門部会（市内の保育事業団体関係者などで構成）
が設置され、検討が始まる

H27.  9

●石岡市子ども・子育て会議から、「現在の状況を維持するのが最もよいことだが、保育所等を取り巻く現状や市の財政面
などを総合的に考慮すると、現状では保育所の新設までは必要ないということになり、廃止もやむを得ない」との協議
結果が市長に提出される

【市の方針】「第１・第２保育所の建設は行わず、廃止等を視野に進める。翌年度の新規の入所受付は行わない」（平成 27
年度第６回教育福祉環境委員会・担当課長説明）

H27.10
●保育所の保護者会から市長に対し、要望等の申入れが行われる

【市の方針】「在籍している児童の弟妹等や、保育需要の確保のための入所について引き続き受け付ける。既存施設等の利
活用について検討し、対応が決まるまでは現状の利用を続けたい」（平成 27 年度第８回教育福祉環境委員会・担当課長説明）

H27.12
●保護者など 1,058 名から議会に対し「石岡市立第１第２保育所の継続運営等を求める陳情」が提出される。教育福祉環

境委員会による審査では、「保育所の入所状況を見ても、年々入所率が低下していることや、市の財政面を総体的に考え
ると、保育所の新設は難しく将来的には廃止もやむを得ない」という反対意見あり

●平成 28 年第１回定例会で行われた採決では賛否が分かれ、賛成少数で不採択となる

H30.  2
●「石岡市公共施設等総合管理計画」に基づき、「石岡市保育所・幼稚園個別施設計画」を策定

【市の方針】保育需要推計から０～２歳児の入所者数の増が顕著であり、受け皿づくりが必要であることなどから、新しい
統合保育所整備を平成 31 年度までに実施。平成 30 年度当初予算案に実施設計費用を計上
●平成 30 年第１回定例会において各議員から様々な質問がなされる。採決の結果、予算可決

H30.12

●平成 30 年第４回定例会の一般質問において、議員が統合保育所整備の進捗状況等についてただす。市有地から選定する
としていた建設地がいまだ決定しておらず、予算計上した実施設計にも着手していないことが明らかになる

　「（５か所の建設候補地について）保育所としての適地と言える高い評価を得た場所はなかった」（担当部長答弁）
●市長が「子どもの森構想」を打ち出し、その手始めとして統合保育所を整備したいと発言
「中心市街地の集いやすいエリアに子育て支援の拠点を設け、新たなにぎわいと交流の場を設け、さらに子どもの森とい
う名前で、地域全体で子育てを支援する機能や情報共有、相談機能、子育てサークルなど、さまざまな支援と子どもた
ちにとって楽しさあふれる場所、空間にしたい」（今泉前市長答弁）
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H31.  3

●平成 31（令和元）年度当初予算案に、借地料や実施設計委託料などを含む「子どもの森整備推進事業」4,686 万円が計
上される。予算特別委員会において、石岡駅西口を候補地とすることへの疑問や、議会や関係機関等との協議が十分で
ないことへの指摘がなされる

●平成 31 年第１回定例会最終日の採決では賛否が分かれ、賛成少数により予算否決
●その後、令和元年第２回定例会（６月）で改めて提出された予算案に、個別施設計画で建設するとしている統合保育所

のほかに、複合型施設の検討や整備候補地の評価等を行うとして、子どもの森整備調査委託料 198 万円が計上される。
議員からは、議会や市民の納得を得て立派なものを作ってほしい、慎重に事業を進めてほしいなどの意見が出る。審議
の結果、予算可決

R2.  3
●令和２年度当初予算案に「子どもの森整備推進事業」420 万円（統合保育所の基本設計委託料 400 万円など）が計上さ

れる。予算特別委員会の質疑で、子どもの森自体の基本計画が策定されていないこと、調査結果でうたわれている統合
保育所以外の複合施設について白紙の状態であることが明らかになる

●令和２年第１回定例会最終日の採決で、基本設計委託料などを減額した修正案（議員提出）が賛成多数で可決

R2.  6
●令和２年第２回定例会の一般質問で、４月に就任した谷島市長が今後の方針について発言
「子どもの森構想に関しては、昨年度作成された子どもの森調査業務報告書、それとこれまでの議論を踏まえ、再度精査
した上で議員の皆様と協議を重ねながら検討していきたい」（谷島市長答弁）

R2.  9

【市の方針】子どもの森整備推進事業に含まれていた４つの機能のうち、統合保育所について、新たな保育所の建設はせず、
現在の石岡小学校内での運営を継続する

「（理由として）出生数の減少により全体的な保育需要は今後も減少傾向が見込まれる。ただし、０～２歳児の保育需要は
一定の増加を見込んでおり、その対応策として、国の保育所等整備交付金を活用した民間保育施設の受入れ拡大を推進し
ていきたい」（令和２年第３回定例会・担当部長答弁）

「将来の保育需要の推移等に注意を払いつつ、市内の民間保育施設の事業者に協力いただき、国の補助金等を活用しながら、
特に低年齢児の受け皿の拡大を進めていきたい」（同・谷島市長答弁）

R2.12

●令和２年度第６回教育福祉環境委員会で、令和３年度当初予算案に、保育室前に園庭を整備するための設計費用を計上
する方針が示される

「現在も第１保育所の園児は、100 メートル以上離れた旧第１保育所の園庭を使用している。保育室の目の前に園庭を整
備することで、保育士の目が届く範囲で子どもたちがいつでも遊ぶことができる環境を確保することが必要であると考
えている」（担当課長説明）

●その後、令和３年第１回定例会に提出された令和３年度当初予算案に、実施設計費用が計上され、予算可決

R3.  9 ●園庭整備工事に係る実施設計の完了を受け、補正予算案に園庭整備工事 3,856 万 1 千円が計上される

議案質疑・常任委員会での議論
整備内容や財源、園庭整備後の展望について各議員が質問しました。

整備箇所は常陸国衙跡の範囲内ということ
だが、史跡に影響を与えるなどの問題はな
いのか？

発掘調査の結果を基に、遺構に影響を及ぼ
さないよう盛土の高さを決定するため、関
係機関と調整を行いながら進めている。

石岡小学校は、国府中学校との統合の方向
性が出ていたと思う。それを見据えた上で、
この園庭は何か年設置しておくのか？

教育委員会で協議されている部分だが、今
後 10 年程度は校舎を使いながら保育室を
使えると考えており、10 年以上は設
置できると考えている。

具体的な工事内容、財源は？

児童たちの利用環境の向上を図るため、保
育室の目の前に園庭を整備し、保育士の目
が届く範囲で子どもたちがいつでも遊ぶこ

とができる環境を確保す
るためのもの。具体的な
工事内容は、園庭造成工
事費、外構整備工事、遊
具設置工事、安全管理
費用で、財源としては、
一般財源のほか、企業
版ふるさと応援寄附金
として寄附いただいた
1,000 万円を充当予定。

問問

問

答
答

答
▲航空写真で見る位置関係。
　園庭には寄附金を活用して大

型遊具を設置する

第１保育所第１保育所

園庭予定地園庭予定地

石岡小学校石岡小学校

体育館体育館

旧第１保育所旧第１保育所

審議を経て補正予算可決　園庭整備工事着工へ
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●石岡市運動公園体育館に関する諸工事の不適
　切な分割発注に関する決議

　文教厚生委員会から提出された本決議案は、平成
30 年度末に教育委員会が発注した石岡運動公園体育
館の諸工事に関する一連の事務手続きにおける、市執
行部の法令遵守意識の欠如をただすものです。
　この事務手続きについては、令和 2 年第 4 回定例
会で議会が請求した監査結果が令和 3 年第 2 回定例
会で報告され、市で定める数々の規程、規則等に違反
する事実が明らかになりました。
　第 2 回定例会中に開催した教育福祉環境委員会で
は、平成 30 年度当時の担当者を参考人として招致し
て意見聴取を行い、令和元年の茨城国体開催に向け
て準備を進めていた教育委員会の状況を調査しまし
た。その結果、老朽化した施設の改修工事の入札差金
2,731 万円を活用した追加改修工事を担当管理職員
が強く望み、年度内竣工が絶対であるとの思い込みか
ら、入札手続期間を短縮するため、財務規則等違反で
ある分割発注を行うことで契約金額を低く抑え、随意
契約という簡易な契約手法を取ったことが浮き彫りと
なりました。
　このほか、茨城国体を前に、その準備に加え、関係
施設改修工事を数多く控える中で、業務量の増大に対
応した適切な人事配置もなされていなかったとの認識
が参考人から示されました。
　これらの問題に対し、本決議案は、再発防止策の徹
底を図り、市職員全員が法令遵守を旨として業務に取
り組んでいく体制を作るよう求めるものとなっていま
す。
　本決議案は、採決の結果、全会一致で可決しました。

●市長及び市職員に対し公務員としての自覚と
　倫理確立を求める決議

　産業建設委員会から提出された本決議案は、令和 3
年第 2 回定例会で議会が同意した農業委員会委員の
任命に関し、定例会後に行った調査により明らかと
なった委員の選考過程の問題点や、市長及び市職員の
公務員倫理等の欠如をただすものです。
　農業委員会委員は、応募してきた候補者について、
農業委員会委員候補者評価委員会で評価を行い、評価
委員会の意見をもとに市長が最終的な候補者を決定
し、議会の同意を得て任命する仕組みとなっています。
　しかし、産業建設委員会による調査で、評価委員会
の最終的な意見が決定される前に、市長から、八郷地
区において 1 地区に 2 人の候補者がいる場合にはど
ちらかを選んだほうがいいのではないかなどといった

「意見」が農業委員会事務局へ伝えられ、それを「指示」
と受け取った事務局が評価基準（配点）の変更案を作
成、評価委員会で変更を決定するという、農業委員会
委員の選任過程における問題が明らかとなりました。
　これらの問題に対し、本決議案は、市長に自らの無
知と自覚の欠如を真摯に認め改善に努めるよう求める
一方、市職員は公務員倫理を自らのものとするととも
に、今後は臆することなく市長に自らの意見を言い、
石岡市が将来にわたり決して誤りを犯さない団体とな
ることを求めるものとなっています。
　本決議案は、反対討論、賛成討論を経て、採決の結
果、可否同数となり、地方自治法の規定（※）により、
議長が可決と裁決しました。

委員会提出の決議案２件を可決
執行部の法令遵守意識・公務員倫理等の欠如をただし、改善を求める

決　議

※地方自治法第 116 条第 1 項
　この法律に特別の定がある場合を除く外、普通地方
公共団体の議会の議事は、出席議員の過半数でこれを
決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

各決議の全文は
　こちらから⇨
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「最低賃金引き上げ」「教職員定数改善」「医療環境の整備充実」
請願 2 件、陳情 1 件の審査を実施

東地区公民館の躯体健全性調査 鹿島鉄道跡地の埋設物調査
調査委託料101万9千円を計上 駅東埋設物調査業務委託料を増額補正

東地区公民館の方向性については、借地料
の問題を含め議会でも指摘・議論してきた。
現在の建物を継続して今後使用していくた
めの基本的調査ということか？

改修工事を目的とした調査ではなく、劣化
状況等を把握し、全体的に駄目であれば、
移転等も含めて費用対効果を考えていくた
めのもの。

個別施設計画では、旭台会館、児童センター
との複合化の検討、立地等を含め運営を見
直すとしている。検討状況は？

各施設を現在地で長寿命化した場合や、複
合化して移転した場合などの複数の場合を
想定し、今後の方向性を報告したい。

当初想定よりどれほど数が増えたのか？

令和元年度の探査エリアで約 80 の反応箇
所があり、令和 2 年度も同程度を想定して
いたが、約 170 の反応があった。

爆弾とは言わないが、似たような部材、そ
ういうものも実際に出てきたのか？

掘削しない磁気探査だったため、中身を直
接確認はしていない。予算承認後に慎重に
確認をしていく。

　現在建設に向け検討されている複合文化施設への
集約化候補施設となっていた東地区公民館につい
て、検討の結果集約化しないことに決まったため、
使用に耐え得るかの確認を早急に行うとして、補正
予算に計上。

　平成 28 年に石岡駅東側の鹿島鉄道跡地で不発弾
が発見されたことを受け、令和元年度から令和 2
年度にかけて行った磁気探査を基に掘削調査を行う
もの。当初予算 1,004 万 3 千円に 419 万 1 千円
を追加する増額補正。実施する財源として、国庫補
助金（埋設物等処理交付金）211 万 7 千円を併せ
て計上。問

問

答

答

問

問

答

答

●「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願
請 願 趣 旨　議会において最低賃金の引き上げについての議論を深め、最低賃金の引き上げや中小企業への支

援策の拡充について政府及び関係機関に対し意見書の提出を求める
委員会の意見　「当市は零細企業も多く、人件費の上昇は、雇用者を守れるどころか企業自体の存続が危ぶまれ、

働く場所が逆に失われる可能性もある。請願趣旨は一定程度理解できるものではあるが、国の方針について地
方議会から意見書を提出することは、現在の状況からはそぐわないのではないか」などの意見が出されました。
審 査 結 果　不採択

●教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
請 願 趣 旨　少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費国庫負担制度の堅持について、国への意

見書提出を求める
委員会の意見　「教育に対して誰も平等に受けられるような体制、先生方の負担軽減といった面で賛成」、「願意

妥当だと思っており、スピーディーに意見書を国のほうに提出できれば」などの意見が出されました。
審 査 結 果　採択

●医療環境の整備充実を求める陳情
請 願 趣 旨　❶石岡地域医療計画を進めるために、課題・問題点を明らかにし、医療環境の整備充実に向けて

具体的な提言・提案、必要な予算措置を早急に協議・検討すること、❷石岡医師会病院閉院に伴う休日夜間診
療及び救急診療の機能喪失を補う代替策を議会で議論することを求める
委員会の意見　「当時の状況から見れば当然の要望であり、趣旨を尊重して採択すべき」、「石岡地域

医療計画は公立病院化が主軸になっており、現在この計画をどうするか、変更を含め見直しをか
けているところだと思うので、❶については採択が難しい感じがする」などの意見が出されました。
審 査 結 果　一部採択（❷のみ採択）
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第３回定例会

そ
の
他

備品購入契約の締結（令和 3 年度消防団消防ポンプ自
動車購入（第 15 分団・第 17 分団更新））

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車による物損事故に係るもの）

備品購入契約の締結（石岡市文書管理・電子決裁システ
ム構築業務）

備品購入契約の締結（令和 3 年度高規格救急車購入）

議員　
提出

石岡市運動公園体育館に関する諸工事の不適切な分割発
注に関する決議

請
願
・
陳
情

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書採択を求める請願

（紹介議員：岡野孝男）

医療環境の整備充実を求める陳情（一部採択）

意
見
書

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る
意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充
実を求める意見書

■全会一致で可決・採択

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

石
橋　

保
卓

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

関
口　

忠
男

池
田　

正
文

岡
野　

孝
男

徳
増　

千
尋

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
３
回

定
例
会

市長及び市職員に対し公務員としての自覚と
倫理確立を求める決議 ○ ○ ● ○ ● ● ○ − ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

第
３
回

定
例
会

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の
拡充を求める意見書」採択の請願

（紹介議員：小松豊正）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●

※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
■賛否が分かれたもの（可否同数のため議長裁決により可決）※議長は採決に加わりませんが、採決の結果が可否同

　数となった場合は、議長において可否を裁決します。

■賛否が分かれたもの（賛成少数・賛成なしで否決・不採択）

《会議の欠席状況》　9/13　 総務企画委員会　徳増千尋

第３回定例会

予

算

令和 3 年度石岡市一般会計補正予算（第 5 号）

令和 3 年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算
（第 1 号）

令和 3 年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第 2 号）

令和 3 年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算
（第 1 号）

令和 3 年度石岡市水道事業会計補正予算（第 1 号）

令和３年度石岡市公共下水道事業会計補正予算
（第 1 号）

令和 3 年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算
（第 1 号）

決算 令和 2 年度新治地方広域事務組合歳入歳出決算認定

条
例

石岡市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部改正

石岡市個人情報保護条例の一部改正

人事 人権擁護委員の候補者の推薦（桂木直美氏）

議案の審議結果

教職員定数改善等を求める意見書・地方税財源の充実を求める意見書
意見書案 2 件を可決し、関係行政庁に提出しました。

●教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度
堅持に係る意見書

内　　容　少人数学級の検討、教職員定数改善の推
進、義務教育費国庫負担制度の堅持を求める
提 出 先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

●コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書

内　　容　地方一般財源の十分な総額の確保などを
求める
提 出 先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
経済産業大臣、経済再生担当大臣
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一般質問
［９月６日〜９月８日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

岡野　孝男
買い物弱者支援

9
土砂等による土地の埋立て等

新田　　茜
石岡市における飲食店等及び
タクシー事業者等に対するコ
ロナ支援策

石橋　保卓 広域行政の推進

10
村上　泰道

新型コロナウイルス感染症対応

交通安全対策事業

徳増　千尋 地域手当
11

鈴木　康仁 先進的交通手段導入（電動小
型低速車）

山本　　進 多文化共生のまちづくり

12
小松　豊正

新型コロナウイルス感染症対策

複合文化施設の建設計画

不法な残土放置から自然環境
を守るために

市立第 1 保育所の位置づけと
新設

質問者 質問項目 頁

谷田川　泰
市民サービスの向上

13
下水道の整備

櫻井　　茂
学校施設の維持管理

教員の指導力確保

髙野　　要
石岡市農業委員会委員の選任

14

石岡地域医療計画

玉造　由美

ヤングケアラー

筋電義手の普及

妊婦一般健康診査

関口　忠男
市の玄関口に歓迎塔及び観光
案内板を設置すること

15
イオン石岡店跡地周辺の整備

飯村　一夫
市道にかかる立木

石岡市立小中学校統合再編計
画の進捗状況

川井　幸一
八郷総合運動公園の整備・充実

16
通学路整備・交通安全対策

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載している二次元コードから、すべての質問の

録画映像をご覧いただけます。

感染症対策を強化して臨んだ第３回定例会

　「第 5 波」といわれる、新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大の中で迎えた第 3 回定例会。
　議会では、これまでもマスクの着用やアルコール消毒、質問席・演壇へのアク
リル板設置などの対策を実施してきましたが、第 3 回定例会では、さらなる対策
に取り組みました。

●議場内での密集を避けるため、議場への出席議員数を半数程度に調整
　※議場に出席しない議員は、別室にてタブレット端末を使用して会議を視聴
●一般質問・議案質疑における議員の持ち時間を 30 分へ変更（通常は 40 分）し、
　おおむね１時間に１回議場の換気を実施

▲会議のペーパーレス化の取組
　として平成 30 年度に導入し
　たタブレット端末を活用

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

新
にっ た

田　　茜
あかね

土
地
埋
立
て
の
改
善
を
図
る

た
め
、
行
政
主
導
で
積
極
的

な
指
導
を

飲
食
店
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者

等
へ
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
を
ど

う
展
開
し
て
い
く
か
？

土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
に
つ

い
て
、
小
見
地
内
で
は
盛

土
を
し
た
上
に
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
が
堆
積
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
そ
の
盛
土

を
改
善
す
る
に
は
、
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
の
撤
去
や
業

者
に
対
す
る
積
極
的
な
行

政
指
導
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
６
日
に
地

元
説
明
会
が
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
、
県
か
ら
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
堆
積
に
関

す
る
経
緯
等
の
説
明
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
が

倒
壊
し
た
場
合
、
通
行
者

に
け
が
な
ど
の
お
そ
れ
が

あ
り
、
地
元
の
方
に
と
っ

て
非
常
に
関
心
が
高
い
内

容
と
考
え
ま
す
。
我
々
に

は
議
員
と
し
て
の
責
任
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
地

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
経
営
に

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

る
飲
食
店
や
タ
ク
シ
ー
事

業
者
、
運
転
代
行
業
者
等

の
状
況
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
行
政
が
支
援
策
を

講
じ
て
デ
リ
バ
リ
ー
や
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
を
後
押
し
す

る
動
き
が
多
く
あ
り
、
昨

年
度
に
は
茨
城
県
が
デ
リ

バ
リ
ー
推
進
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
市
に

お
い
て
も
、
現
場
の
声
を

聞
き
、
県
の
支
援
事
業
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、

買
い
物
弱
者
支
援
と
し
て

買
い
物
代
行
を
絡
め
た
事

業
展
開
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

と
連
携
す
る
な
ど
、
事
業

者
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支

援
等
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

元
の
生
の
声
を
聞
き
、
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に

も
、
議
員
も
出
席
で
き
る

よ
う
な
説
明
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

小
見
地
内
の
土
地

の
埋
立
て
に
つ
い

て
は
、
条
例
に
基
づ
き
期

限
を
設
け
た
上
で
、
土
砂

等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て

等
事
業
改
善
措
置
命
令
書

を
発
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
行
為
者
よ

り
期
限
ま
で
に
改
善
で
き

な
い
旨
の
申
出
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
行
為
者
に

対
し
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

の
撤
去
後
の
残
土
の
対
応

を
し
て
い
き
、
県
や
警
察

と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
監
視
や
指
導
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

説
明
会
は
県
が
主
催
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

　

今
後
の
支
援
策
を
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
飲
食

店
や
タ
ク
シ
ー
事

業
者
等
を
含
む
市
内
事
業

者
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
令
和
２
年
度
は
８
事

業
、
今
年
度
は
５
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
に
県
が
実
施
し
た
デ
リ

バ
リ
ー
推
進
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
当
市
で
も
事

業
者
に
聞
き
取
り
を
行

い
、
事
業
化
に
向
け
て
検

討
し
ま
し
た
が
実
施
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
消

市
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
依
頼
を
受
け
た
も

の
で
す
。
県
か
ら
は
、
出

席
者
に
つ
い
て
は
小
見
地

区
と
そ
の
周
辺
に
お
住
ま

い
の
住
民
を
対
象
と
し

て
、
区
長
や
協
力
員
な
ど

20
名
程
度
の
出
席
を
想
定

し
て
開
催
し
た
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
次
回
の
開
催

の
際
に
は
、
主
催
者
の
県

と
調
整
を
図
り
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

費
者
、タ
ク
シ
ー
事
業
者
、

飲
食
店
が
一
体
と
な
っ
て

初
め
て
成
り
立
つ
事
業
で

す
の
で
、
再
度
事
業
者
等

の
意
向
を
確
認
し
た
う
え

で
、
事
業
実
施
に
向
け
て

調
査
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
な

ど
に
よ
り
、
市
内
の
経
済

活
動
を
支
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
切
れ
目
の
な
い
経
済

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▲茨城県における不適正残土事案発生件数（県調査結果）

H23 H24 H25 H26 H27

34 35 31 46 67

H28 H29 H30 R1 R2

86 58 65 83 56
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

石
いしばし

橋　保
やすたか

卓

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

近
隣
地
域
全
体
の
発
展
を
思

い
描
き
、
広
域
行
政
を
進
め

て
も
ら
い
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
さ
ら
な
る
検
査
体
制
の

拡
充
に
向
け
て

当
市
で
は
合
併
当

時
の
想
定
以
上
に

急
速
な
人
口
減
少
が
進
ん

で
お
り
、
非
常
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
来

理
想
で
あ
っ
た
合
併
の
形

に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
ず

は
広
域
的
に
事
務
を
行
う

一
部
事
務
組
合
の
統
合
に

取
り
組
み
、
そ
の
先
の
合

併
を
見
据
え
た
政
策
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
市
で
は
現

在
の
行
政
課
題
を
ど
う
捉

え
、
当
市
を
中
心
と
し
た

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
合

併
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
、
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
進
め
て

い
く
に
は
市
長
の
手
腕
や

意
欲
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
当
市
だ
け
で
な
く
、

近
隣
地
域
を
含
め
た
こ
れ

８
月
31
日
現
在
、

当
市
全
体
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
１
回
目
接
種
率
は

５
２
・
３
％
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
希
望
者
全
員
が

接
種
を
完
了
す
る
見
込
み

時
期
は
い
つ
頃
を
予
定
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
は
、
保
健
所
の
検

査
体
制
の
ひ
っ
迫
に
伴

い
、
直
ち
に
判
定
が
で
き

な
い
実
態
が
隠
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
濃
厚
接
触
者

認
定
さ
れ
た
１
週
間
後
や

10
日
後
に
行
政
検
査
と
い

う
事
例
も
、
ほ
か
の
保
健

所
管
内
で
は
あ
る
よ
う
で

す
。
濃
厚
接
触
者
認
定
さ

れ
た
方
が
、
行
政
検
査
を

受
け
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
家
庭
環
境
や

仕
事
の
関
係
か
ら
直
ち
に

自
費
で
検
査
を
受
け
た
場

合
に
、
行
政
検
査
と
同
様

か
ら
の
在
り
方
、
発
展
の

仕
方
を
思
い
描
き
な
が
ら

広
域
行
政
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
決
意
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
は
、
予
想
を

上
回
る
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
施
設
の
集
約

化
や
都
市
機
能
の
集
約
化

を
図
る
と
と
も
に
公
共
交

通
網
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
よ
り
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
を
目

指
す
う
え
で
は
一
部
事
務

組
合
の
例
の
よ
う
な
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
す
。
ま

ず
は
合
併
時
に
策
定
し
た

新
市
建
設
計
画
と
総
合
計

画
に
基
づ
く
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
臨
み
つ
つ
も
、
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
強
化

に
積
極
的
、
主
体
的
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

に
費
用
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
業
務
が
ひ
っ
迫

す
る
保
健
所
に
対
す
る
支

援
の
実
施
状
況
、
今
後
の

検
査
体
制
の
拡
充
の
対
応

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま

す
。

当
市
に
お
け
る
希

望
す
る
方
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
完
了
時
期
に

つ
い
て
は
、
11
月
頃
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
は
陽
性
者
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
り
、
ご
指
摘
の
素
早
い

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
の
対
策
と
し

て
、
６
月
以
降
、
医
療
機

関
、
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
、
保
育
所
等
の
各
施
設

に
対
し
、
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
の
配
付
を
開
始
し
て
い

　

広
域
行
政
の
在
り
方
を

真
剣
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え

つ
つ
、
近
隣
自
治
体
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
当

市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
す
。
抗
原
検
査
で
陽
性

の
場
合
に
は
、
幅
広
い
接

触
者
に
対
し
て
迅
速
か
つ

機
動
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
政
検
査
と
し
て
実
施
す

る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
保
健
所
の
業
務

ひ
っ
迫
に
伴
い
要
請
が

あ
っ
た
際
に
は
、
保
健
師

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
要
請
に
基
づ
き
派
遣

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

感
染
拡
大
対
策
を
最
優
先

事
項
と
し
て
、
さ
ら
に
有

効
な
検
査
体
制
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一部事務組合の名称 所管事務 構成市町

湖北水道企業団 水道 石岡市、小美玉市

湖北環境衛生組合 し尿処理 石岡市、かすみがうら市、
小美玉市

霞台厚生施設組合 ごみ処理 石岡市、かすみがうら市、
小美玉市、茨城町

石岡地方斎場組合 斎場 石岡市、かすみがうら市、
小美玉市
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

徳
とくます

増　千
ち

尋
ひろ

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

先
進
的
交
通
手
段
導
入
の
第

一
歩
と
し
て
、
テ
ス
ト
走
行

の
早
急
な
実
施
を

優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
に

も
地
域
手
当
を
導
入
す
べ
き

職
員
採
用
試
験
に

合
格
し
て
も
辞
退

さ
れ
る
方
が
、
毎
年
の
よ

う
に
出
て
い
ま
す
。
当
市

に
は
地
域
手
当
が
つ
い
て

い
な
い
た
め
、
生
涯
給
与

で
大
き
な
開
き
が
出
る
こ

と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
職
員
は
市
民
に
と
っ

て
大
切
な
財
産
で
あ
り
、

時
代
の
変
化
に
立
ち
向
か

え
る
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
い
職
員
を
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

当
市
は
財
政
的
に
非
常

に
健
全
な
団
体
で
す
の

で
、
少
し
で
も
い
い
の
で

東
海
村
の
よ
う
に
独
自
に

地
域
手
当
の
補
正
を
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
最
近

で
は
笠
間
市
で
３
％
の
地

域
手
当
が
つ
き
ま
し
た

が
、
生
活
圏
や
経
済
圏
が

一
緒
の
当
市
に
は
つ
か

ず
、
地
域
の
一
体
性
が
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

前
回
の
定
例
会
で

も
質
問
し
た
先
進

的
交
通
手
段
導
入
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
当
市
に
お

け
る
調
査
・
検
討
状
況
を

伺
い
ま
す
。

　

石
岡
駅
周
辺
の
商
店
街

に
先
進
的
交
通
手
段
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
利
用
頻

度
や
滞
留
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
自
然
と
商
店
の
活

気
も
戻
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に

小
型
電
動
低
速
車
は
、
石

岡
の
旧
市
街
地
の
狭
い
路

地
ま
で
進
入
可
能
で
、駅
、

市
役
所
、大
型
ス
ー
パ
ー
、

商
店
街
、
病
院
等
の
決

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
ル
ー

ト
設
定
す
る
こ
と
で
、
交

通
手
段
の
な
い
高
齢
の
方

の
利
用
も
見
込
ま
れ
、
利

便
性
の
向
上
に
大
変
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

テ
ス
ト
走
行
の
導
入
に
つ

ず
は
地
域
手
当
が
つ
い
て

い
な
い
団
体
の
首
長
と
手

を
携
え
、
市
長
会
と
し
て

国
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
市
は
現
在
も
地

域
手
当
の
対
象
地

域
で
は
な
く
、
職
員
の
処

遇
面
は
地
域
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
る
国
や
県
、
他

市
町
村
と
比
較
し
悪
い
状

況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
職
員

採
用
試
験
で
内
定
し
た
優

秀
な
人
材
や
市
の
有
能
な

職
員
が
他
市
町
村
や
国
・

県
等
に
流
出
し
て
い
る
現

状
が
あ
り
、
地
域
手
当
が

支
給
さ
れ
て
い
る
団
体
と

の
給
与
格
差
が
要
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
基
準
に
該
当
せ
ず

と
も
独
自
の
地
域
手
当
を

支
給
し
て
い
る
団
体
も
あ

り
ま
す
が
、
合
理
性
を
客

観
的
に
説
明
す
る
必
要
が

い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
国
や
他
市

町
村
へ
の
聞
き
取

り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
た
調
査
に
よ
り
情

報
収
集
を
実
施
し
、葦
穂
・

恋
瀬
地
区
、
南
台
・
ば
ら

き
台
団
地
周
辺
、
石
岡
駅

西
口
周
辺
の
中
心
市
街
地

の
３
地
域
に
つ
い
て
、
先

進
的
交
通
手
段
導
入
を
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
域
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
り
、
国
や
民
間
事

業
者
な
ど
の
連
携
先
を
問

わ
ず
、
当
市
の
課
題
解
決

に
な
る
相
手
方
で
あ
れ
ば

積
極
的
に
検
討
し
、
テ
ス

ト
走
行
な
ど
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
る
こ
と
、
市
民
の
理
解

と
納
得
が
必
要
に
な
る
こ

と
、
財
政
的
に
余
裕
が
あ

る
と
捉
え
ら
れ
、
特
別
地

方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る

な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た

め
、
ま
ず
は
国
の
基
準
に

該
当
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
対
す
る
要
望
等
を
行
い

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
駅
西
口
周
辺
は
、

イ
ベ
ン
ト
と
合
わ
せ
て
人

流
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。
利
便

性
の
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
を

創
生
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

▲その後、国の事業を活用し、国の貸与車両による実証調査を
11 月に南台地区とばらき台地区で行うこととなった

地域手当を支給している県内市町村（令和２年４月１日現在）

水戸市 日立市 土浦市 古河市 結城市

龍ケ崎市 笠間市 取手市 牛久市 つくば市

ひたちなか市 鹿嶋市 守谷市 那珂市 筑西市

神栖市 つくばみらい市 東海村 利根町
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

山
やまもと

本　　進
すすむ

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

多
文
化
共
生
に
向
け
、
日
本

語
教
育
の
推
進
に
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
を

市
民
の
利
益
を
優
先
し
た
複

合
文
化
施
設
建
設
を

地
方
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
急
速
に
進

む
中
、
当
市
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
中
、
多
文
化
共
生

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

市
独
自
の
多
文
化
共
生
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に

よ
り
関
係
団
体
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
り
、
石

岡
市
の
国
際
交
流
協
会
を

行
政
が
主
導
し
て
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
当
市
の
多
文
化
共
生

推
進
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
日

本
語
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
在
住
外
国
人
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
教
室
が
あ
る
こ
と

は
、
外
国
人
の
孤
立
を
少

な
く
し
、
地
域
社
会
へ
の

参
画
の
機
会
を
増
や
し
、

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

複
合
文
化
施
設
の

建
設
計
画
を
進
め

て
い
く
中
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と

い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す

が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
な

の
か
伺
い
ま
す
。

　

官
民
連
携
事
業
で
民
間

事
業
者
が
撤
退
し
た
失
敗

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
日
立
市
の
温
泉
施
設

や
取
手
市
の
西
口
立
体
駐

車
場
で
す
。
民
間
事
業
者

は
利
益
が
上
が
る
か
ど
う

か
を
優
先
し
、
損
す
る
こ

と
は
や
ら
な
い
と
い
う
方

針
で
す
。一
方
、公
的
施
設

と
は
市
民
の
た
め
に
役
立

つ
な
ら
ば
多
少
の
負
担
は

し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
の
利
益
優
先
で
考
え

て
、
決
し
て
企
業
の
動
き

が
優
先
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

の
複
合
文
化
施
設
の
検
討

状
況
、
今
後
の
建
設
見
通

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
教
室
運
営
の
安
定
化

に
向
け
た
行
政
の
支
援
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

外
国
人
住
民
の
増

加
と
国
籍
の
多
様

化
が
ま
す
ま
す
進
む
と
見

込
ま
れ
る
中
、
多
文
化
共

生
の
実
現
は
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
重
要
で
あ

り
、
新
た
な
総
合
計
画
の

基
本
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
方
針
を
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
議
員

ご
指
摘
の
計
画
の
策
定
や

国
際
交
流
協
会
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
市
の
状
況
や

し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
公

共
施
設
等
の
整

備
、
運
営
を
行
う
に
当
た

り
、設
計
、建
設
か
ら
維
持

管
理
、
運
営
ま
で
の
業
務

を
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に

委
ね
る
事
業
手
法
の
こ
と

で
、
民
間
事
業
者
が
持
つ

経
営
能
力
や
技
術
、
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
て
、

従
来
手
法
、
公
共
工
事
に

比
べ
て
少
な
い
財
政
負
担

で
、
よ
り
よ
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
基
本
計
画
案
で
は
、
市

民
が
集
ま
る
複
合
文
化
施

設
か
ら
中
心
市
街
地
へ
と

人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
よ

う
、
ま
ち
歩
き
な
ど
回
遊

性
を
促
す
事
業
の
企
画
や

運
営
に
つ
い
て
、
施
設
に

求
め
る
運
営
業
務
の
中
に

他
市
の
事
例
等
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

民
間
団
体
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
日
本

語
教
室
を
運
営
す
る
２
つ

の
国
際
交
流
団
体
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
、

財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
日
本

語
教
室
の
重
要
性
は
増
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
運
営
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
団
体
の
皆

さ
ん
の
声
を
よ
く
聞
き
、

積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

位
置
づ
け
る
こ
と
を
検
討

中
で
す
。ま
た
、官
民
連
携

事
業
と
し
て
最
少
経
費
に

よ
る
最
大
効
果
を
上
げ
る

た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
で
民
間
事
業
者
の
声

を
聞
き
、
事
業
の
魅
力
を

高
め
、
事
業
者
の
参
加
意

欲
を
高
め
ま
す
。
建
設
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
基

本
計
画
案
の
審
議
や
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

令
和
７
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

複合文化施設への導入を検討している施設機能
（令和３年９月現在）

❶旧市民会館（文化芸術活動）
❷中央図書館（こども図書館を含む。）
❸児童館（相談機能の新設）
❹杉並コミュニティセンター
❺勤労青少年ホーム（体育館を除く。）
❻情報発信に関する機能
❼コ・ワーキングスペース
❽体感型観光 PR 施設
❾その他（民間事業者による提案事業）
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
実
現

し
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を

石
岡
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏

り
放
置
　
行
政
に
求
め
ら
れ

た
責
任
を
果
た
す
べ
き

令
和
３
年
第
１
回

定
例
会
で
質
問
し

た
、
死
亡
に
伴
う
手
続
を

一
か
所
で
済
ま
せ
る
こ
と

の
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
が
６
月
１
日
か
ら
設

置
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
か

ら
手
続
が
簡
単
で
楽
に

な
っ
た
と
の
話
が
あ
り
、

実
現
し
て
よ
か
っ
た
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
、
住
民
票

な
ど
の
諸
証
明
の
交
付
の

際
、
申
請
書
を
な
く
し
職

員
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て

交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
書

か
な
い
窓
口
」
へ
の
取
組

に
つ
い
て
の
質
問
に
対

し
、
市
長
か
ら
、「
書
か

な
い
、
待
た
せ
な
い
」
を

目
標
に
、
証
明
書
の
一
部

発
行
、
住
民
異
動
等
の
手

続
を
、
申
請
ナ
ビ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
と
同
時

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

長
年
に
わ
た
り
石

岡
小
学
校
体
育
館

の
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
と
の

声
を
保
護
者
か
ら
い
た
だ

き
、
現
場
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
体
育
館
に
は
多
数

の
バ
ケ
ツ
等
が
並
び
、
ピ

ア
ノ
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平

成
30
年
予
算
特
別
委
員
会

で
、
教
育
委
員
会
は
石
岡

小
学
校
体
育
館
屋
根
の
雨

漏
り
修
繕
を
行
う
旨
の
答

弁
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
施
し
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
な
ぜ
修

繕
せ
ず
放
置
し
て
き
た
の

か
伺
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
勉
強
や
部
活
に
取
り
組

め
る
学
校
施
設
の
環
境
を

適
切
に
維
持
管
理
す
る
こ

と
は
、
行
政
に
求
め
ら
れ

た
責
任
で
す
。
今
年
度
、

体
育
館
の
修
繕
を
含
む
改

ド
を
活
用
し
た
窓
口
の
さ

ら
な
る
向
上
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
導
入
に
向
け
て
万
全

を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
の
計
画
に
お
い

て
は
、
手
続
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
を
令
和
４
年
度
末
ま
で

に
優
先
的
に
取
り
組
む
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
で

は
、
窓
口
で
の
待
ち
時

間
短
縮
や
混
雑
緩
和
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
図
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指

す
た
め
、
従
来
の
手
書
き

申
請
か
ら
、「
書
か
な
い
、

待
た
せ
な
い
」を
目
標
に
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
発
行
、
住
民
異
動
等

修
工
事
設
計
委
託
が
発
注

さ
れ
ま
し
た
が
、
雨
漏
り

放
置
を
ど
の
よ
う
に
解
決

す
る
の
か
、
市
長
の
決
意

を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

平
成
30
年
度
当

時
、
塗
装
工
事
を

行
う
こ
と
で
雨
漏
り
を
止

め
る
想
定
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
施
段
階
に
な
り

屋
根
の
状
況
を
詳
細
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
塗
装
の

み
で
は
雨
漏
り
を
止
め
ら

れ
ず
、
補
強
等
を
含
め
た

改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
未
実
施
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
元
年
６
月

に
石
岡
市
小
中
学
校
統
合

再
編
計
画
に
よ
り
当
市
の

小
中
学
校
の
適
正
規
模
等

に
つ
い
て
示
し
、
ま
た
、

令
和
２
年
３
月
に
石
岡
市

学
校
施
設
個
別
施
設
計
画

を
策
定
し
、
石
岡
小
学
校

の
手
続
の
見
直
し
を
関
係

部
局
と
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

申
請
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
開

始
予
定
で
す
。
窓
口
で
書

く
手
間
が
な
く
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
便
利
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
、
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
手
続
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
台
数
を
増
や
す
な
ど
し

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

に
限
ら
ず
ほ
か
の
学
校
も

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
中
で
、
個
別
計
画
に
よ

り
改
修
を
年
度
ご
と
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
的
に
放

置
し
た
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
な
い
状
況
で
あ
り
、
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

石
岡
小
学
校
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
私

自
身
も
訪
問
し
、
早
急
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
体
育
館

に
つ
い
て
、
早
急
に
修
繕

す
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。

申請ナビ

▲石岡小学校体育館

▲申請ナビシステムの画面。必要な書類や住
所・氏名等を事前に入力することで、窓口
での待ち時間を短縮できる。詳しい操作方
法は二次元コードから。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

病
院
公
立
化
を
掲
げ
た
市
長

の
政
治
責
任
は
？

公
費
支
給
対
象
と
な
っ
た
筋

電
義
手
の
積
極
的
な
周
知
を

市
長
は
、
石
岡
地

域
の
１
２
０
床
の

病
床
を
守
る
と
し
て
病
院

公
立
化
と
い
う
政
策
を
掲

げ
、
市
民
の
支
持
を
受
け

て
市
長
に
な
り
ま
し
た

が
、
運
営
主
体
と
し
て
想

定
し
て
い
た
地
域
医
療
振

興
協
会
が
話
を
下
り
、
計

画
は
と
ん
挫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
が
何
も
せ

ず
に
医
療
問
題
を
放
置
し

て
い
る
間
に
、
市
内
医
療

法
人
が
旧
石
岡
市
医
師
会

病
院
を
取
得
し
、
無
策
な

石
岡
市
を
救
っ
て
く
れ
た

わ
け
で
す
。
結
果
を
見
れ

ば
、
市
長
選
挙
で
戦
っ
た

相
手
候
補
が
言
っ
た
と
お

り
の
状
況
に
い
る
こ
と
、

こ
の
政
治
責
任
を
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
民
間
の
医
療
法

人
が
病
院
を
取
得
し
た
こ

と
で
公
立
病
院
は
設
置
で

き
な
い
わ
け
で
す
が
、
市

長
は
市
民
に
き
ち
ん
と
説

本
人
の
意
思
に
応

じ
て
指
を
動
か
せ

る
筋
電
義
手
に
つ
い
て
、

国
は
身
体
障
が
い
者
の
失

わ
れ
た
機
能
を
補
完
、
代

替
す
る
補
装
具
と
し
て
、

筋
電
義
手
の
購
入
・
修
理

費
用
、
訓
練
費
用
な
ど
を

公
費
で
支
給
す
る
制
度
改

正
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

筋
電
義
手
に
つ
い
て
の
認

識
を
伺
い
ま
す
。

　

不
慮
の
事
故
で
手
指
を

失
っ
た
方
が
筋
電
義
手
を

用
い
る
こ
と
で
大
き
な
ハ

ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
人

生
や
仕
事
の
幅
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
こ
の
筋
電
義
手
の
普

及
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

ま
た
、
企
業
、
工
業
所
、

農
業
、
建
築
関
係
、
医
療

関
係
な
ど
周
知
す
べ
き
場

所
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
文
書
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
周
知
を
徹
底
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
こ
の
点
に

明
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、市
長
に
改
め
て
、

最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
公

立
病
院
を
今
後
ど
う
す
る

か
伺
い
ま
す
。

今
回
、
旧
石
岡
市

医
師
会
病
院
の
民

間
譲
渡
が
実
現
し
、
病
床

の
確
保
が
図
れ
る
見
通
し

に
な
っ
た
こ
と
は
、
素
直

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
産
科
、
小
児

科
、
緊
急
診
療
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
課
題
が
解
決

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
に
必
要
な
医

療
体
制
の
整
備
に
向
け
て

尽
力
す
る
こ
と
で
、
市
長

と
し
て
市
民
の
負
託
に
こ

た
え
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
選
挙
で
は
、
地
域

に
必
要
な
医
療
体
制
を
整

備
す
る
上
で
の
病
床
確
保

の
必
要
性
か
ら
、
公
立
病

院
整
備
等
に
つ
い
て
は
有

効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
訴

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

筋
電
義
手
は
、
本

物
の
手
を
動
か
す

と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
脳

か
ら
の
指
令
に
よ
り
筋
肉

か
ら
電
流
を
発
生
さ
せ
、

そ
れ
を
感
知
し
て
筋
肉
が

収
縮
す
る
仕
組
み
で
、
こ

の
筋
電
位
を
利
用
す
る
た

め
力
が
強
く
、
自
分
の
意

思
で
手
や
指
を
動
か
せ
る

こ
と
か
ら
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
の
様
々
な
可
能

性
を
広
げ
て
い
く
補
装
具

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

約
10
年
前
の
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
新

規
の
義
手
支
給
の
う
ち
、

筋
電
義
手
の
新
規
支
給
率

え
て
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
相
手
方
で
あ
る
地
域

医
療
振
興
協
会
か
ら
の
話

が
あ
り
実
現
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
一
つ
の
策

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
投
げ
出
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、

し
っ
か
り
と
ベ
ス
ト
の
策

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
約
２
％
で
す
。
理
由
と

し
て
は
、
特
例
補
装
具
扱

い
で
判
定
基
準
が
高
く

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
費
用
が
高
額
で
あ
る

こ
と
が
普
及
阻
害
の
要
因

で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
の
制
度
改
正

に
よ
っ
て
、
令
和
３
年
４

月
１
日
よ
り
公
費
負
担
の

対
象
に
追
加
と
な
っ
た
た

め
、
個
人
負
担
が
原
則
１

割
と
な
り
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
一
般
向
け
の
広
報

だ
け
で
な
く
、
企
業
や
医

療
機
関
、
業
界
団
体
な
ど

を
通
し
て
制
度
の
周
知
・

普
及
を
進
め
て
、
よ
り
よ

い
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

関
せきぐち

口　忠
ただ

男
お

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

石
岡
市
な
ら
で
は
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
歓
迎
塔
の
設
置
計

画
に
つ
い
て
検
討
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
上
げ
て
教
育

環
境
の
改
善
と
（
仮
称
）
八

郷
小
学
校
の
統
合
を

市
外
か
ら
の
来
訪

者
に
向
け
て
歓
迎

と
感
謝
の
意
を
込
め
た
サ

イ
ン
表
示
で
あ
る
歓
迎
塔

が
、
観
光
名
所
な
ど
の
ア

ク
セ
ス
地
点
の
ほ
か
、
主

要
な
街
道
沿
い
に
設
置
さ

れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

す
。
他
市
の
道
路
を
走
っ

て
い
る
と
、
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
の
看
板
や
歓
迎

塔
が
立
っ
て
い
ま
す
が
、

当
市
だ
け
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
当
市
及
び

県
内
他
市
に
お
け
る
歓
迎

塔
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

当
市
が
合
併
し
て
か

ら
、
公
共
施
設
サ
イ
ン
整

備
計
画
に
基
づ
き
整
備
を

し
て
き
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
公
共
施
設
の
案
内
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
な
と
感
じ
ま
す
。
当

市
の
魅
力
を
最
大
限
に
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
当
市
な
ら

で
は
の
歓
迎
塔
の
整
備
を

小
中
学
校
統
合
再

編
計
画
で
は
、
統

合
前
に
学
校
環
境
の
改

善
、
学
校
施
設
の
機
能
向

上
を
図
る
こ
と
に
努
め
、

統
合
校
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
学
校

施
設
個
別
施
設
計
画
で

は
、
統
合
を
予
定
し
て
い

る
南
小
学
校
や
府
中
小
学

校
、
恋
瀬
小
学
校
の
改
修

計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
統
合

を
予
定
し
て
い
る
柿
岡
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和

20
年
度
の
（
仮
称
）
八
郷

小
学
校
の
統
合
ま
で
改
修

計
画
が
全
く
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

柿
岡
小
学
校
は
老
朽
化

が
進
み
、
体
育
館
の
雨
漏

り
や
ト
イ
レ
の
衛
生
環
境

が
よ
く
な
い
と
聞
き
ま

す
。
学
校
数
が
多
い
ほ

ど
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

む
ほ
ど
修
繕
費
も
増
え
て

い
き
ま
す
の
で
、
小
中
学

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
設
置
計
画
の
検
討

の
余
地
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

当
市
の
歓
迎
塔
の

設
置
で
す
が
、
現

在
は
朝
日
ト
ン
ネ
ル
付
近

に
１
基
設
置
し
て
い
る
状

況
で
、
県
内
他
市
で
は
、

土
浦
市
や
か
す
み
が
う
ら

市
な
ど
で
、
行
政
界
付
近

に
歓
迎
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
県
内
外
を
問
わ

ず
、
全
国
か
ら
石
岡
市
に

興
味
を
持
っ
て
訪
れ
て
く

れ
る
方
々
へ
、
視
覚
的
に

感
謝
を
伝
え
る
こ
と
は
、

遠
方
か
ら
来
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
る
た
め
の
第
一
歩

校
統
合
再
編
計
画
を
見
直

し
て
、（
仮
称
）
八
郷
小

学
校
の
統
合
は
１
段
階
と

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
上
げ

て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

学
校
施
設
の
改
修

は
、
学
校
施
設
個

別
施
設
計
画
に
基
づ
き
学

校
の
統
合
再
編
と
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
柿
岡
小
学

校
の
施
設
改
修
は
、（
仮

称
）
八
郷
小
学
校
の
統
合

が
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
改

修
工
事
は
行
わ
な
い
も
の

の
、
学
校
長
か
ら
の
要
望

や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
児
童
や
教
職
員

が
安
全
に
安
心
し
て
教
育

活
動
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

適
宜
改
修
を
行
い
、
学
校

施
設
の
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、（
仮
称
）

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
、
単

な
る
歓
迎
塔
で
な
く
、
少

し
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
の
設
置
計
画
に
つ

い
て
は
、
当
市
を
取
り
巻

く
道
路
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
誘
客
に
お
い
て
県
内

で
も
非
常
に
有
利
な
環
境

に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、
他
市
の
事
例
を
参
考

に
し
、
今
後
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
状
況
に
合
わ
せ
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

八
郷
小
学
校
の
統
合
再
編

は
、
現
在
２
段
階
で
の
統

合
再
編
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
社

会
情
勢
の
大
き
な
変
化
も

見
据
え
な
が
ら
、
何
が
子

ど
も
た
ち
に
ベ
ス
ト
か
と

い
う
観
点
か
ら
見
直
し
を

含
め
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

▲鉾田市の歓迎塔。自治体
の特色を打ち出している



一般質問

16いしおか市議会だより　第81号
令和3年12月1日　発行

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

川
かわ

井
い

幸
こういち

一

八
郷
総
合
運
動
公
園
　
利
用

者
の
観
点
か
ら
施
設
の
整

備
・
充
実
を

八
郷
運
動
公
園
は

整
備
か
ら
相
当
の

期
間
が
経
過
し
、
施
設
の

老
朽
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
よ
る
使
い
づ
ら
さ

な
ど
も
生
じ
て
い
ま
す
。

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

施
設
を
充
実
さ
せ
、
利
用

者
の
観
点
か
ら
環
境
の
整

備
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
利
用
も
多
い
多
目

的
広
場
の
野
球
場
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
硬
い
と
い
う

話
を
聞
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
思
い
切
り
プ
レ
ー

が
で
き
る
よ
う
、
土
の
入

れ
替
え
を
す
る
な
ど
の
環

境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

　

ま
た
、
運
動
公
園
内
に

芝
生
広
場
や
遊
具
を
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

所
を
整
備
し
た
り
、
ウ
ェ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
体
力
維
持
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
施
設
内
の

器
具
を
充
実
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

多
目
的
広
場
に
つ

い
て
は
、
主
に
野

球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
利

用
さ
れ
て
お
り
、
土
の
入

れ
替
え
は
約
20
年
前
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
整
備
さ

れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
環
境
で

あ
る
こ
と
は
、
プ
レ
ー
す

る
者
に
と
っ
て
大
切
な
要

素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
、
使
う
方
々

の
意
見
も
十
分
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、
土
の
入
れ
替

え
を
含
め
た
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

遊
具
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
公
園
の
敷
地
は
借
地

が
多
い
こ
と
や
施
設
の
配

置
状
況
な
ど
か
ら
、
適
切

な
場
所
の
確
保
に
問
題
が

あ
る
た
め
、
設
置
は
難
し

い
状
況
で
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
器
具
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
器
具
の
設
置

を
前
向
き
に
検
討
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲八郷総合運動公園

議員辞職による欠員に伴い、新たに次の議員が一部事務組合の議員となりました。

霞台厚生施設組合議会議員　　川井　幸一

●議会インターネット中継●
生中継でも録画でも！本会議の様子がいつでも見られます

　石岡市議会では、より多くの市民の皆様に本会議を見ていただけるよう、インターネット
による生中継および録画配信を行っています。スマートフォンやタブレット端末でもご覧い
ただけます。
　詳しくは、石岡市議会ホームページをご覧ください。

　※生中継終了後、録画映像を掲載するまでには、おおむね１週間程度かかります。
　※この議会中継は、石岡市議会の公式記録ではありません。
　　公式の記録は会議録をご覧ください。
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　現在、市役所本庁舎の来庁者用駐車場は出入口が
1 か所しかなく、駐車場内に渋滞が生じているため、
出入口の改善策についてこれまで委員会で協議され
てきました。
　9 月 13 日の委員会では、執行部より駐車場内の
レイアウト変更を含む改修案が示されました。委員
からは、出入口改修工事そのものよりも身障者駐車
場の新設（移転）等に数倍の費用がかかることに対
する問題提起や、市民の安全性、利便性に優れた改
修を十分に再検討するよう指摘がありました。
　10 月 4 日の委員会では、委員の意見を受けて見

　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、夏休み
を終えて 2 学期を迎える児童生徒への対応はどうす
るのか――当委員会では３回にわたり執行部から説
明を受け、協議を行いました。
　8 月 31 日の委員会では、9 月 1 日以降の小中学
校の対応について、分散登校による準備を経てオン
ライン授業を行う方針が執行部から示され、委員か
らは、通信環境の整っていない家庭や、タブレット
端末の活用が難しい小学校低学年へのフォロー体制
についての質問や、今後の対応について迅速に保護

　当委員会では、生活環境部が新たに所管となり、
当市の課題となっている盛土等について、8 月 10
日に上曽地区と、小見地区の２か所の現地調査を行
い、担当課より経過や課題などについて説明を受け
ました。
　当市の残土条例の対象となっている箇所の相手事
業者と、申請書類などの不備な点などについて指導
などを行っているとの説明があり、委員からは、関
係機関と協議などを行う必要があるのではないかな
どの意見が出されました。
　また、上曽地区について、建築確認済証が提出され、

市役所駐車場出入口の改修

小中学校のオンライン授業

不法残土は許さない！

直しした改修案が改めて示され、委員からは、工事
費が圧縮されたため年度内に工事ができるのではな
いかとの意見や、今後調整するとした身障者駐車場、
芝生エリアも含めて引
き続き検討していくよ
う意見がありました。
執行部からは、予算の
執行状況や執行時期を
見て、早急に対応でき
るよう検討する旨の答
弁がありました。

者へ連絡してほしいとの意見がありました。
　9 月 10 日の委員会では、オンライン授業で発生
した課題について改善を行い順調に進んでいること、
9 月 30 日の委員会では、緊急事態宣言終了を受け
て 10 月 1 日から通常登校に移行し、感染対策を徹
底することが執行部から示
され、委員からは、学校に
配備される抗原検査キット
の活用方法について質問が
ありました。

残土条例の対象外となったとの説明に対し、委員か
らは、人家が近いこともあるため、事業者と協議を
行い、排水の設備に被害
が出ないよう注意して
やってもらいたいなどの
意見が出され、執行部か
らは、のり面勾配や雨水
排水に関し行為者等と引
き続き相談を行っている
との回答がありました。

▲現在の本庁舎駐車場出入口

▲上曽地区の盛土現場の現地
調査を実施



月　日 内　　容 場　所 中継

11月30日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

12月  6日㈪ 一般質問 本会議場 ○

12月  7日㈫ 一般質問 本会議場 ○

12月  8日㈬ 一般質問 本会議場 ○

12月  9日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

12月10日㈮ 文教厚生委員会 委員会室 ×

12月13日㈪ 総務企画委員会 委員会室 ×

12月14日㈫ 産業建設委員会 委員会室 ×

12月15日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室 ×

12月16日㈭ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第４回定例会の予定編集後記

　市民の皆様には、日頃より石岡市議会の活動に対し
ましてご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。
　東京 2020 オリンピック・パラリンピックも、世界
中がコロナ禍の中、最小限の感染に抑えながら無事開
催することができました。世界における日本の役割が、
今後、ますます重要になる事は、まちがいありません。
　第 3 回定例会を終え、10 月上旬現在、「第 5 波」と
いわれる感染拡大の波は落ち着きつつありますが、今
後、新型コロナウイルスワクチンの希望者への接種が
終了し、感染症が沈静化している間に、次の感染にそ
なえた対応を完璧に作り上げ、次世代に繋げる事が重
要だと思います。市議会としても、市民の皆様の安心
安全のために、姿勢を正し諸活動に臨んでまいります。
　市民の皆様よりご意見等がございましたら、お気軽
にお寄せください。（玉造）

議会広報委員会
委員長　関口　忠男　　副委員長　玉造　由美
委　員　石橋　保卓　　委　員　櫻井　　茂
委　員　川井　幸一　　委　員　鈴木　康仁

環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

石岡市議会ホームページでは、過去の本会議の会議録や、常任委員会などの記録を公開しています。

　平成 17 年 10 月以降のすべての本会議、予算・決算特別委員会、常任委員会を網羅。
　さらに、合併前の旧石岡市議会の本会議の会議録は、平成３年までさかのぼることができます（常任委員会の
記録は平成 14 年まで）。
　今号の特集（２〜３ページ）でも取り上げている会議録には、自治体が行ってきた政策の内容や、それに関す
る熱い議論が詰まっています。昔の議会で話し合われたことが、現在につながっていることも少なくありません。
　「温故知新」…ぜひ一度、会議録でタイムスリップしてみてはいかがでしょうか？

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

会議録でタイムスリップ！
〜ホームページで公開中〜

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信始めました！

会議録


